
JP 2010-164645 A 2010.7.29

10

(57)【要約】
【課題】白色光源を用いた画像投写装置において、簡易
な構成にて、発光スペクトルの偏りによる投写画像の色
再現性の低下を抑制する。
【解決手段】画像投写装置は、白色ＬＥＤ１０１と、白
色ＬＥＤ１０１を制御するＬＥＤ制御部２と、白色ＬＥ
Ｄ１０１から出射された白色光のうち赤色波長帯、緑色
波長帯および青色波長帯の光をそれぞれ透過させる赤色
フィルタ、緑色フィルタおよび青色フィルタを有するカ
ラーホイール１０３と、カラーホイール３を回転させる
モータ制御部３と、カラーホイール３を透過した各波長
帯域の光を変調するＬＣＤ１０６と、映像信号に基づい
てＬＣＤ１０６を制御するＬＣＤ制御部１とを備える。
これにより、白色光が青色フィルタに入射するときより
も赤色フィルタと緑色フィルタに入射するときの出射強
度が高くなるよう白色ＬＥＤ１０１が制御されるため、
投写映像の色再現性が向上され得る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　白色光を出射する光源と、
　前記光源を制御する光源制御部と、
　前記光源から出射された白色光のうち赤色波長帯、緑色波長帯および青色波長帯の光を
それぞれ透過させる赤色フィルタ、緑色フィルタおよび青色フィルタを有するカラーホイ
ールと、
　前記カラーホイールを回転させる回転制御部と、
　前記カラーホイールを透過した各波長帯域の光を変調する光変調器と、
　映像信号に基づいて前記光変調器を制御する変調制御部と、を備え、
　前記変調制御部は、前記各波長帯域の光に対し、対応する光変調が行われるよう、前記
カラーホイールの回転に同期して前記光変調器を駆動し、
　前記光源制御部は、前記白色光が前記青色フィルタに入射するときよりも前記赤色フィ
ルタと前記緑色フィルタに入射するときの出射強度が高くなるよう、前記光源を制御する
、
ことを特徴とする画像投写装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の画像投写装置において、
　前記光源制御部は、前記カラーホイールを透過した前記各波長帯域の光の強度比が太陽
光における前記各波長帯域の光の強度比に近づくよう、前記光源の出射強度を制御する、
ことを特徴とする画像投写装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の画像投写装置において、
　前記光源の温度を検出するための温度センサを備え、
　前記光源制御部は、前記温度センサによって検出された温度に基づいて、前記白色光が
前記赤色フィルタ、前記緑色フィルタおよび前記青色フィルタに入射するときの前記光源
の出射強度を制御する、
ことを特徴とする画像投写装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の画像投写装置おいて、
　温度と、前記白色光が前記赤色フィルタ、前記緑色フィルタおよび前記青色フィルタに
入射するときの前記光源の出射強度に関する情報とを対応づけたテーブルを記憶するメモ
リを備え、
　前記光源制御部は、前記温度センサによって検出された温度に対応する前記テーブル中
の情報に基づいて前記光源の出射強度を制御する、
ことを特徴とする画像投写装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像を投写面に拡大投写する画像投写装置（以下、「プロジェクタ」という
）に関し、特に、カラーホイールを用いた単板方式のプロジェクタに用いて好適なもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　従来、カラーホイールを用いた単板方式のプロジェクタでは、光源として、ランプや、
ＩｎＧａＮ系の白色ＬＥＤが用いられる。光源から出射された光は、カラーホイールに配
された赤色、緑色、青色のフィルタを透過し、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）等の光
変調器によって変調されて、投写面上に投写される。こうして、投写面上に赤色、緑色、
青色の画像が時分割で映出され、各色の画像が、見た者の目によってカラー画像に合成さ
れる。
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【０００３】
　以下の特許文献１には、３板方式のプロジェクタにおける光源の制御方法が記載されて
いる。ここでは、色毎に光源が配され、投写画像の明暗が適正となるよう、映像信号に応
じて各色の光源の出射強度が調整される。
【特許文献１】特開２００７－２７２１１４
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記単板方式のプロジェクタにおいて、白色ＬＥＤを光源に用いると、白色ＬＥＤのス
ペクトル特性に起因して、投写画像の色再現性が低下するとの問題が生じる。すなわち、
白色ＬＥＤでは、青色波長帯の光の発光強度が赤色波長帯と緑色波長帯の光の発光強度に
比べてかなり高く、このため、白色ＬＥＤを光源に用いると、投写画像が全体的に青白く
なるとの問題が生じる。
【０００５】
　上記特許文献１の技術は、色毎に配された光源の強度を調節するものであるため、白色
ＬＥＤからの白色光をカラーホイールで各色光に時分割で分離する単板方式のプロジェク
タには用いられ得ない。
【０００６】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたものであり、白色光源の発光スペクトルが
青色波長帯に偏っている場合にも、簡易な構成にて、投写画像の色再現性を高め得る画像
投写装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る画像投写装置は、白色光を出射する光源と、前記光源を制御する光源制御
部と、前記光源から出射された白色光のうち赤色波長帯、緑色波長帯および青色波長帯の
光をそれぞれ透過させる赤色フィルタ、緑色フィルタおよび青色フィルタを有するカラー
ホイールと、前記カラーホイールを回転させる回転制御部と、前記カラーホイールを透過
した各波長帯域の光を変調する光変調器と、映像信号に基づいて前記光変調器を制御する
変調制御部とを備える。ここで、前記変調制御部は、前記各波長帯域の光に対し、対応す
る光変調が行われるよう、前記カラーホイールの回転に同期して前記光変調器を駆動する
。前記光源制御部は、前記白色光が前記青色フィルタに入射するときよりも前記赤色フィ
ルタと前記緑色フィルタに入射するときの出射強度が高くなるよう、前記光源を制御する
。
【０００８】
　本発明に係る画像投写装置によれば、赤色波長帯と緑色波長帯の光により投写される画
像が強調されるため、光源の発光スペクトルが青色波長帯に偏っている場合にも、投写映
像が青白く見えるのが抑制され、投写映像の色再現性が高められる。
【０００９】
　また、本発明に係る画像投写装置において、前記光源制御部は、前記カラーホイールを
透過した前記各波長帯域の光の強度比が太陽光における前記各波長帯域の光の強度比に近
づくよう、前記光源の出射強度を制御するよう構成され得る。こうすると、さらに投写映
像が自然な色に近付けられる。
【００１０】
　また、本発明に係る画像投写装置は、前記光源の温度を検出するための温度センサを備
え、前記光源制御部は、前記温度センサによって検出された温度に基づいて、前記白色光
が前記赤色フィルタ、前記緑色フィルタおよび前記青色フィルタに入射するときの前記光
源の出射強度を制御するよう構成され得る。こうすると、温度変化によって前記光源の発
光スペクトルが変化するような場合にも、投写映像の色再現性を適正に維持することがで
きる。
【００１１】
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　この場合、画像投写装置は、温度と、前記白色光が前記赤色フィルタ、前記緑色フィル
タおよび前記青色フィルタに入射するときの前記光源の出射強度に関する情報とを対応づ
けたテーブルを記憶するメモリを備えるよう構成され、前記光源制御部は、前記温度セン
サによって検出された温度に対応する前記テーブル中の情報に基づいて前記光源の出射強
度を制御するよう構成され得る。
【発明の効果】
【００１２】
　以上のとおり、本発明に係る画像投写装置によれば、白色光源の発光スペクトルが青色
波長帯に偏っている場合にも、簡易な構成にて、投写画像の色再現性を高めることができ
る。
【００１３】
　本発明の効果ないし意義は、以下に示す実施の形態の説明により更に明らかとなろう。
ただし、以下の実施の形態は、あくまでも、本発明を実施化する際の一つの例示であって
、本発明は、以下の実施の形態に記載されたものに何ら制限されるものではない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態につき図面を参照して説明する。
【００１５】
　＜実施例＞
　図１は、実施の形態に係るプロジェクタの構成を示す図である。同図（ａ）は、プロジ
ェクタの駆動に係る要部回路の構成を示す図、同図（ｂ）は、白色ＬＥＤ１０１の内部透
視図、同図（ｃ）は、カラーホイール１０３を光軸方向から見た図である。
【００１６】
　同図（ａ）を参照して、プロジェクタは、白色ＬＥＤ１０１と、集光レンズ１０２と、
カラーホイール１０３と、モータ１０４と、ロッドインテグレータ１０５と、ＬＣＤ１０
６と、投写レンズ１０７と、磁気センサ１０８と、ＬＣＤ制御回路１と、ＬＥＤ制御回路
２と、モータ制御回路３を備えている。
【００１７】
　白色ＬＥＤ１０１は、市販のＩｎＧａＮ（窒化インジウムガリウム）系の白色ＬＥＤで
ある。白色ＬＥＤ１０１は、ＬＥＤ制御回路２から供給される駆動電流により、疑似白色
光を出射する。
【００１８】
　同図（ｂ）を参照して、白色ＬＥＤ１０１は、電極端子１０１ａと、青色ＬＥＤ１０１
ｂと、基盤１０１ｃと、黄色蛍光体層１０１ｄを有する。
【００１９】
　電極端子１０１ａは、ＬＥＤ制御回路２から供給される駆動電流を、青色ＬＥＤ１０１
ｂに供給する。青色ＬＥＤ１０１ｂは、基盤１０１ｃ上に固定されており、供給される駆
動電流により青色光を出射する。また、青色ＬＥＤ１０１ｂは、ＩｎＧａＮ（窒化インジ
ウムガリウム）から形成されている。黄色蛍光体層１０１ｄは、黄色蛍光体と樹脂によっ
て形成され、青色ＬＥＤ１０１ｂの出射方向側に配置されている。
【００２０】
　同図（ｂ）の構成において、ＬＥＤ制御回路２から供給される駆動電流に応じて青色Ｌ
ＥＤ１０１ｂが発光すると、黄色蛍光体層１０１ｄを形成する黄色蛍光体が励起され、白
色ＬＥＤ１０１から疑似白色光が出射される。
【００２１】
　同図（ａ）に戻って、白色ＬＥＤ１０１から出射された疑似白色光は、集光レンズ１０
２で集光されて、カラーホイール１０３に入射される。
【００２２】
　同図（ｃ）を参照して、カラーホイール１０３は、中心に回転孔１０３ａを有し、光軸
と垂直な面に、回転孔１０３ａを中心として赤色、青色、緑色のフィルタを有する円盤で
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ある。赤色、青色、緑色のフィルタは、カラーホイール１０３の周方向に均等に配されて
おり、それぞれ、入射する光のうち、赤色波長帯の光、青色波長帯の光、緑色波長帯の光
（以下、「Ｒ光、Ｇ光、Ｂ光」という）を透過し、他の波長帯の光をカットする。カラー
ホイール１０３の周面には、赤色フィルタと緑色フィルタの境界位置に磁石１０３ｂが埋
め込まれている。
【００２３】
　同図（ａ）に戻って、モータ１０４は、回転支軸１０４ａを有し、この回転支軸１０４
ａに、回転孔１０３ａが嵌め込まれて、カラーホイール１０３が回転支軸１０４に装着さ
れている。モータ１０４は、モータ制御回路３から供給される駆動電流により、回転支軸
１０４ａを回転させる。これにより、カラーホイール１０３が回転孔１０３ａを中心に回
転され、カラーホイール１０３に入射する疑似白色光は、赤色、緑色、青色のフィルタに
順次通される。結果、カラーホイール１０３から出射される光は、モータ１０４の回転速
度に応じて、Ｒ光、Ｇ光、Ｂ光の順に変化する。
【００２４】
　なお、カラーホイール１０３の周面近傍には磁気センサ１０８が配されており、磁石１
０３ｂがこの磁気センサ１０８に対向するタイミングで、磁気センサ１０８からパルス信
号が出力される。このパルス信号は、ＬＣＤ制御回路１、ＬＥＤ制御回路２およびモータ
制御回路３に出力される。
【００２５】
　カラーホイール１０３から順次出射されるＲ光、Ｇ光、Ｂ光は、ロッドインテグレータ
１０５に入射する。ロッドインテグレータ１０５は、入射するＲ光、Ｇ光、Ｂ光の強度分
布を均一化させる。ロッドインテグレータ１０５から出射されるＲ光、Ｇ光、Ｂ光は、Ｌ
ＣＤ１０６に入射する。
【００２６】
　ＬＣＤ１０６は、ＬＣＤ制御回路１からの駆動信号に応じて、Ｒ光、Ｇ光、Ｂ光を、そ
れぞれ変調する。投写レンズ１０７は、ＬＣＤ１０６から出射されたＲ光、Ｇ光、Ｂ光を
投写面に投写するレンズである。
【００２７】
　ＬＣＤ制御回路１は、入力される映像信号に応じて、ＬＣＤ１０６に駆動電流を供給す
る。ＬＣＤ制御回路１は、磁気センサ１０８から入力されるパルス信号に基づいて、ＬＣ
Ｄ１０６の駆動を切り替える。すなわち、白色ＬＥＤ１０１から出射された疑似白色光が
カラーホイール１０３上の赤色フィルタに入射しているタイミングでは、赤色画像に応じ
た変調パターンとなるようにＬＣＤ１０６を駆動し、疑似白色光が緑色フィルタおよび青
色フィルタに入射しているタイミングでは、それぞれ、緑色画像および青色画像に応じた
変調パターンとなるようにＬＣＤ１０６を駆動する。
【００２８】
　ＬＥＤ制御回路２およびモータ制御回路３は、磁気センサ１０８から入力されるパルス
信号に基づいて、それぞれ、白色ＬＥＤ１０１およびモータ１０４を制御する。すなわち
、ＬＥＤ制御回路２は、疑似白色光が赤色、緑色および青色フィルタの何れに入射するタ
イミングにあるかをパルス信号に基づいて設定する。そして、疑似白色光が何れのフィル
タに入射するタイミングにあるかに応じて、後述の如く、白色ＬＥＤ１０１の発光強度を
変化させる。また、モータ制御回路３は、磁気センサ１０８から入力されるパルス信号が
所定周期となるようにモータ１０４を制御する。
【００２９】
　以上の制御により、疑似白色光が入射するフィルタが切り替わることに同期して、白色
ＬＥＤ１０１の発光強度が変化する。さらに、ＬＣＤ１０６に入射する光がＲ光、Ｇ光お
よびＢ光の間で変化することに同期して、ＬＣＤ１０６による変調パターンが各色光に対
応した変調パターンに変化する。これにより、投写面上に所定の時間間隔でＲ光、Ｇ光、
Ｂ光の画像（以下、「Ｒ画像」、「Ｇ画像」、「Ｂ画像」という）が投写され、見る者に
よってカラー画像に合成される。
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【００３０】
　図２は、ＬＥＤ制御回路２における白色ＬＥＤ１０１の発光強度の調整方法を示す図で
ある。同図（ａ）および（ｂ）は、それぞれ、白色ＬＥＤ１０１および太陽光の発光スペ
クトルを示す図である。
【００３１】
　同図（ａ）および（ｂ）の横軸は波長を表し、横軸上にはカラーホイール１０３のフィ
ルタで抽出されるＲ光、Ｇ光、Ｂ光の中心波長が示されている。また、同図（ａ）および
（ｂ）の縦軸は各波長における光の強度を表す。
【００３２】
　白色ＬＥＤ１０１の発光スペクトルは、自然な白色光とされる太陽光の発光スペクトル
に比べ、Ｇ光およびＲ光の強度が、Ｂ光よりも数段低い。このため、白色ＬＥＤ１０１の
出射強度を画像投写期間に亘って一定とすると、投写されたカラー画像は、見た者によっ
て全体に青白く見える。
【００３３】
　これを解消すべく、ＬＥＤ制御回路２は、白色ＬＥＤ１０１の出射強度を同図（ｃ）に
示す如く制御する。同図（ｃ）の横軸は経過時間を表し、縦軸は白色ＬＥＤ１０１の出射
強度である。図示の如く、ＬＥＤ制御回路２は、投写画像の１フレーム区間（１コマのカ
ラー画像を構成するためにＲ画像、Ｇ画像、Ｂ画像が一つずつ投写される区間）において
、白色ＬＥＤ１０１の出射強度をステップ状に変化させる。すなわち、ここでは、Ｒ画像
、Ｇ画像の投写区間の白色ＬＥＤ１０１の出射強度（Ｐ２）がＢ画像の投写区間の出射強
度（Ｐ１）に比べて高められている。
【００３４】
　このように白色ＬＥＤ１０１の出射強度を調節することにより、Ｒ画像とＧ画像が強調
され、カラー画像が青白く見えるのが抑制される。結果、カラー画像の色再現性が高めら
れる。
【００３５】
　なお、出射強度Ｐ１、Ｐ２は、カラー画像が所望の画質となるように設定すれば良い。
また、ここでは、Ｒ画像、Ｇ画像の投写区間の白色ＬＥＤ１０１の出射強度を同じとした
が、さらに、Ｒ画像の投写区間とＧ画像の投写区間とで白色ＬＥＤ１０１の出射強度をス
テップ状に変化させても良い。たとえば、Ｒ画像の投写区間の白色ＬＥＤ１０１の出射強
度をＧ画像の投写区間に比べてステップ状に高めても良い。
【００３６】
　なお、カラーホイール１０３から出射されるＲ光、Ｇ光、Ｂ光の強度の比を、太陽光に
おけるＲ光、Ｇ光、Ｂ光の強度の比に略同等とすると、投写画像が自然なカラー画像に見
え、カラー画像の色再現性を高めることができる。この場合、Ｒ画像、Ｇ画像、Ｂ画像の
投写区間の白色ＬＥＤ１０１の出射強度は、たとえば、以下のように調整され得る。
【００３７】
　太陽光のＲ光、Ｇ光、Ｂ光の光強度（中心波長における光強度）を、Ｒ０、Ｇ０、Ｂ０
とし、白色ＬＥＤ１０１のＲ光、Ｇ光、Ｂ光の光強度（中心波長における光強度）を、Ｒ
１、Ｇ１、Ｂ１とすると、Ｒ０：Ｇ０：Ｂ０＝αＲ１：βＧ１：γＢ１となる倍率α、β
、γを設定することによって、白色ＬＥＤ１０１によるＲ光、Ｇ光、Ｂ光の光強度の比を
太陽光におけるＲ０、Ｇ０、Ｂ０の比と略同じにできる。したがって、Ｒ画像、Ｇ画像、
Ｂ画像の投写区間における白色ＬＥＤ１０１の出射強度の比を、α：β：γとすることで
、カラーホイール１０３を透過するＲ光、Ｇ光、Ｂ光の強度の比を太陽光の場合の強度の
比に近づけることができる。
【００３８】
　同図（ｄ）は、ＬＥＤ制御回路２により制御される白色ＬＥＤ１０１の出射強度を示す
図である。同図（ｃ）の横軸は経過時間を表し、縦軸は白色ＬＥＤ１０１の出射強度を比
で表したものである。図示の如く、投写画像の１フレーム区間において、白色ＬＥＤ１０
１の出力がステップ状に変化される。すなわち、Ｒ画像、Ｇ画像、Ｂ画像の投写区間にお
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ける出射強度の比がα：β：γとなるように、白色ＬＥＤ１０１の出力が調節される。こ
うすると、各フレーム区間において、ＬＣＤ１０６に照射されるＲ光、Ｇ光、Ｂ光の強度
の比は、前述の通り、太陽光の場合の強度の比に接近し、カラー映像の色再現性が向上さ
れ得る。
【００３９】
　以上、本実施例によれば、Ｒ画像とＧ画像の投写区間における白色ＬＥＤ１０１の出力
強度がＢ画像の投写区間よりも高められるため、カラー画像が青白く見えるのが抑制され
、カラー画像の色再現性が高められる。また、白色ＬＥＤ１０１の出射強度を同図（ｄ）
に示す如く制御することにより、ＬＣＤ１０６に照射されるＲ光、Ｇ光、Ｂ光の強度の比
を太陽光における強度の比に近づけることができ、投写映像を自然な色のカラー画像に近
づけることができる。
【００４０】
　＜変更例１＞
　上記実施例では、ロッドインテグレータ１０５から出射されたＲ光、Ｇ光、Ｂ光は、Ｌ
ＣＤ１０６によって変調され、投写面上に投写された。本変更例では、ＬＣＤ１０６およ
びＬＣＤ制御回路１の替わりに、ＤＭＤ（Digital Mirror Device）およびＤＭＤ制御回
路が用いられる。
【００４１】
　図３は、本変更例に係るプロジェクタの構成を示す図である。同図（ａ）は、プロジェ
クタを上方から見た図であり、同図（ｂ）は、プロジェクタを側方から見た図である。
【００４２】
　同図（ａ）および（ｂ）を参照して、プロジェクタは、上記実施例のＬＣＤ１０６およ
びＬＣＤ制御回路１の替わりに、ＤＭＤ２０１と、ＤＭＤ制御回路４を備える。また、光
源ユニット１００は、白色ＬＥＤ１０１と、集光レンズ１０２と、カラーホイール１０３
と、モータ１０４と、ロッドインテグレータ１０５と、磁気センサ１０８を有する。
【００４３】
　同図（ａ）を参照して、ロッドインテグレータ１０５から出射されたＲ光、Ｇ光、Ｂ光
は、時分割で、ＤＭＤ２０１に入射する。ＤＭＤ２０１は、ＤＭＤ制御回路４からの駆動
信号により微小鏡面が駆動され、入射するＲ光、Ｇ光、Ｂ光のうち、必要な光のみが投写
レンズ１０７方向に反射される。
【００４４】
　磁気センサ１０８は、上記実施例と同様、ＬＥＤ制御回路２、モータ制御回路３および
ＤＭＤ制御回路４にパルス信号を供給する。このパルス信号により、上記と同様、ＤＭＤ
２０１と、白色ＬＥＤ１０１およびカラーホイール１０３の同期制御が行われる。ＤＭＤ
制御回路４は、Ｒ画像、Ｇ画像、Ｂ画像の投写区間において、それぞれ、Ｒ画像、Ｇ画像
、Ｂ画像を生成するための変調パターンでＤＭＤ２０１を駆動する。
【００４５】
　このような構成としても、上記実施例と同様、カラーホイール１０３によりＲ光、Ｇ光
、Ｂ光が切り替えられるタイミングで、白色ＬＥＤ１０１の出力強度がステップ状に変化
されるため、投写面上に投写されるカラー画像の色再現性が高められ得る。
【００４６】
　＜変更例２＞
　本変更例では、上記実施例に対し、さらに、白色ＬＥＤ１０１のパワー変動に対応する
ための構成が付加されている。
【００４７】
　白色ＬＥＤ１０１は、駆動信号の大きさが同じでも発光部の温度が変化すると発光スペ
クトルが変化する特性を有する。このため、カラー画像の色再現性を適正に維持するため
には、白色ＬＥＤ１０１の温度変化に応じて、Ｒ画像、Ｇ画像、Ｂ画像の投写区間におけ
る白色ＬＥＤ１０１の発光強度を変化させる必要がある。
【００４８】
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　以下では、白色ＬＥＤ１０１の温度が変化しても、カラーホイール１０３を透過した後
のＲ光、Ｇ光、Ｂ光の強度の比が、太陽光におけるＲ光、Ｇ光、Ｂ光の強度の比となるよ
うに、白色ＬＥＤ１０１の発光強度を変化させる場合を例に挙げて説明を行う。
【００４９】
　図４は、本変更例に係るプロジェクタの構成を示す図である。上記実施例に対して、温
度センサ１０９とテーブル５が追加されている。
【００５０】
　温度センサ１０９は、白色ＬＥＤ１０１の近傍に配され、白色ＬＥＤ１０１の温度をモ
ニタし、ＬＥＤ制御回路２にモニタ温度を出力する。テーブル５は、温度センサ１０９に
よって検出されるモニタ温度と、Ｒ画像、Ｇ画像およびＢ画像の投写区間における白色Ｌ
ＥＤ１０１の出射強度が記録されたテーブルであり、ＬＥＤ制御回路２によって参照され
る。テーブル５は、図示しないメモリに格納されている。
【００５１】
　テーブル５中には、想定される最低温度から最高温度までの範囲をカバーするように温
度が設定されており、各温度は、それぞれ一定の幅（たとえば、２０℃～３０℃）を有し
ている。各温度に対応づけられたＲ画像、Ｇ画像およびＢ画像の投写区間における白色Ｌ
ＥＤ１０１の出射強度は、カラーホイール１０３を透過した後のＲ光、Ｇ光、Ｂ光の強度
が温度変化の前後において略同じとなり、且つ、これらＲ光、Ｇ光、Ｂ光の強度の比が太
陽光におけるＲ光、Ｇ光、Ｂ光の強度の比に略一致するように設定されている。
【００５２】
　ＬＥＤ制御回路２は、カラー画像の透写動作時に、逐次、温度センサ１０９から入力さ
れるモニタ温度に対応する、Ｒ画像、Ｇ画像およびＢ画像の投写区間における白色ＬＥＤ
１０１の出射強度を取得し、取得した出射強度で白色ＬＥＤ１０１を発光させる。
【００５３】
　こうすると、温度変化によって白色ＬＥＤ１０１の発光スペクトが変化するような場合
にも、投写されたＲ画像、Ｇ画像およびＢ画像の画質が維持され、結果、カラー画像の色
再現性を適正に維持することができる。
【００５４】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明はこれに限定されるものではない
。また、本発明の実施形態も、上記以外に種々の変更が可能である。
【００５５】
　たとえば、上記実施例において、ＬＣＤ１０６の替わりに、ＬＣＯＳ（Liquid Crystal
 On Silicon）を用いても良い。
【００５６】
　また、上記実施例および変更例では、磁気センサ１０８から出力されるパルス信号をも
とに白色ＬＥＤ１０１、カラーホイール１０３、ＬＣＤ１０６の同期制御を行うようにし
たが、他の構成によって、これらの同期制御を行うようにしても良い。
【００５７】
　さらに、上記実施例および変更例では、カラーホイール１０３に赤色、緑色、青色の３
つのフィルタを配するようにしたが、さらに、黄色波長帯の光を透過するフィルタを追加
する等、４つ以上のフィルタをカラーホイール１０３に配するようにしても良い。この場
合、たとえば、黄色画像の投写区間における白色ＬＥＤ１０１の出射強度は、カラー画像
が所望の画質となるように設定すれば良い。
【００５８】
　さらに、上記変更例２では、テーブル５を用いて、白色ＬＥＤ１０１の出射強度を温度
変化に応じて変化させるようにしたが、温度と出射強度の関係を規定した演算式による演
算処理を行う等、他の構成によって、温度変化時に、白色ＬＥＤ１０１の出射強度を変化
させるようにしても良い。
【００５９】
　なお、上記実施例と変更例では、白色ＬＥＤ１０１の出射強度を変化させることにより
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１の出射強度は変化させずに、カラーホイール１０３の赤色、緑色、青色のフィルタの透
過率を変化させて、Ｒ光、Ｇ光の強度を高める方法を用いることもできる。しかし、こう
すると、白色ＬＥＤ１０１の特性が変わることに応じて赤色、緑色、青色のフィルタを取
り換える必要があり、また、温度変化によって白色ＬＥＤ１０１の発光スペクトルが変化
すると、これに対応できないとのデメリットがある。したがって、このようにカラーホイ
ールの１０３の各色のフィルタの透過率を調整する場合においても、これに併せて、上記
の如く、白色ＬＥＤ１０１の出射強度をＲ画像、Ｇ画像およびＢ画像の投写区間において
変化させるようにするのが望ましい。
【００６０】
　この他、本発明の実施の形態は、特許請求の範囲に示された技術的思想の範囲内におい
て、適宜、種々の変更が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】実施例に係るプロジェクタの構成を示す図
【図２】実施例に係る白色ＬＥＤの発光強度の調整方法を示す図
【図３】変更例１に係るプロジェクタの構成を示す図
【図４】変更例２に係るプロジェクタの構成を示す図
【符号の説明】
【００６２】
　　　　　　１　…　ＬＣＤ制御回路（変調制御部）
　　　　　　２　…　ＬＥＤ制御回路（光源制御部）
　　　　　　３　…　モータ制御回路（回転制御部）
　　　　　　４　…　ＤＭＤ制御回路（変調制御部）
　　　　　　５　…　テーブル
　　　　１０１　…　白色ＬＥＤ（光源）
　　　　１０３　…　カラーホイール
　　　　１０６　…　ＬＣＤ（光変調器）
　　　　１０９　…　温度センサ
　　　　２０１　…　ＤＭＤ（光変調器）



(10) JP 2010-164645 A 2010.7.29

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(11) JP 2010-164645 A 2010.7.29

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｈ０４Ｎ   9/31     (2006.01)           Ｈ０４Ｎ   9/31    　　　Ｚ          　　　　　


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

